























A Study of Japanese Accent Discrimination Ability  
in Korean Japanese Learner





































































































































1拍語 2拍語 3拍語 4拍語 5拍語
 1型 2 2 2 2
 0型 2 2 2 2 2












































































































から、JS も -2型を -1型と聞き取っていることが分かった。





1型 0型 -1型 -2型 -3型 無回答 全体
3拍語
KS 11.5 17.3 21.2 50.0 0 100
JS 7.6 7.6 24.2 59.1 1.5 100
4拍語
KS 3.8 11.5 40.4 28.8 15.4 0 100









から、JS も -3型を -1型と聞き取っていることが分かった。








1型 0型 -1型 -2型 -3型 -4型 無解答 全体
4拍語
KS 5.8 13.5 40.4 19.2 21.2 0 100
JS 9.1 13.6 25.8 10.6 40.9 0 100
5拍語
KS 0.0 17.3 32.7 36.7 15.4 0 100
JS 4.5 9.1 18.2 65.2 3.0 0 100
　次に、-4型に対する回答分布を見てみる。KS の場合、5拍語において、-1
型と誤って回答したものが38.5％と最も多く、正答（3.3％）を大きく上回っ
ている。KS は -4型を -1型と聞き取る傾向にあることが分かる。
　JS の場合、5拍語において、正答は39.4％であり、誤答の中でも -1型とした
答えが最も多く24.2％であった。このことから JS も -4型を -1型と聞き取って
いることが分かった。










KS 7.7 15.4 38.5 34.6 3.8 0 100
JS 3.0 15.2 24.2 18.2 39.4 0 100
　5-2で、KS においても JS においても -2型、-3型および -4型の正答率が比較
的低い結果となったことを述べた。さらに上の分析で、KS においても JS に

















トを実施した。さらに、JS にも KS と同様のテストを実施し、その結果を KS
と比較した。その結果、KS の日本語のアクセントの実態について、以下の
ことが明らかになった。
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